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発達障害児のための集団心理療法

遠矢浩一九州大学大学院人間環境学研究院／針塚 進九州大学大学院人間環境学研究院

要約

本論文は，発達障害を有する児童のための個別支援形式集団心理療法のあり方について概説したものであ

る。他者の情動状態の理解へのアプローチ，他者との相互性体験，居場所機能，友人関係体験の場，発達的

に適切なプログラム 受容と共感，集団の均質性，親の会といった視点から，必要な考え方について整理し

た。発達障害児の心理療法は，単なる対人関係スキルの指導の場ではなく，こどもたちが大人の臨床的支援

の下で用意される自然な遊びの文脈の中で様々な対人行動パターンを体験することが重要である。

キーワード：発達障害個別支援形式集団心理療法，遊び

高機能自閉症，アスペルガー障害，注意欠陥多

動性障害といった行動のコントロールや対人関係

の困難を有する児童の支援を考えるとき，「集

団Jでのアプローチは最も有効な手段の lつであ

る。

すでに報告したように，筆者ら（針塚・遠矢，

2006）は，個別支援形式集団心理療法と呼ぶ発達

障害児のためのグループセラピー（通称，もくも

くグループ）を15年にわたって実施してきた。

遠矢・針塚（2006）によれば，その視点は以下

のようにまとめられる。

i. r行動コントロールの困難を持つ児童は40人
学級でも 1～ 2名程度在籍するほど，現場の

支援ニーズは高い。行動コントロールの問題を

解決するためには 行動的アプローチにおける

機能的アセスメン卜による環境調整等だけでな

く， f他者の情動状態の理解の困難Jにアプロー
チできる方法論を考える必要がある。J
発達障害を有する児童の対人関係におけるトラ

ブルは，応用行動分析的視点から捉えると， トラ

ブルと見なされた行動の機能およびそれを引き起

こした環境要因を分析し それを整理することが

重視される。例えば友人に暴言を浴びせてしま

うADHD児がいた場合 その場にどのような他

児がいて，どのような言動をしていたのかについ

て観察・分析・特定し 暴言という行動に強く関

与していると考えられる“他児”の行動調整を図

ると言った介入，あるいは， ADHD児本人が行

動を混乱させやすい室温騒音人数といった教

室の状況を細かく観察・分析し物理的調整を図

るといった介入などである。

こうした環境調整は，発達障害児の対人スキル

の発達支援においては不可欠であるが，筆者らが

重視するのは，「他者の視点や心の状態について

の洞察力」を高めるということである。発達障害

児自身が，他者の心的状態を推し量り，自らの行

動が他者の心理状態、に与える影響を考慮しながら，

行動を微修正しつつ 対人関係を調整できるいわ

ゆる“共感”能力を育てることが必要で、ある。行

動を誘発する環境因に焦点を当てるだけでなく，

むしろ，他者の表情や態度に目を向け，そこで生

起している他者の情動変化に対する内省力を育て

ていくことが筆者らの重視する側面となる。

2. 「そのための視点として， Hobsonのいう“視

覚的に特定される世界に向けられた他者の外志

向的な心理学的態度を知覚する能力”を育て，

“自分の主観的体験とイ也者の身体的な見えの関

係を類推することを通して関係性を発達，，させ，

同時に

の心理学的関係性の体験 および、他者とは自分
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が異なるのだという体験をもたらす”機会を提

供できる“集団”の設定という視点が有用であ

る。J

すなわち，こどもには 他者の行動に関与する

場を提供することが必要である。単に，机を挟ん

での教科書やマニュアルを通した知識ベースの指

導ではなく，実際に，他児と関わり，他児の行動

を目のあたりにし 自らの行動がどのような影響

を他児に与えるのかを実際に体験することが不可

欠である。そうすることを通して，自分が考えた

こと，感じたこと，見たこと，聴いたことが相手

である他児の実際の体験とどのように一致するの

か，あるいは，食い違うのかを直に経験すること

ができ，そのことを通して 他児との“関係性”

が育まれていくものと思われる。役割交代（相互

性）であったり，暗々裏の意味を推し量りながら

会話を継続したり（相補性），相手との関わりを

つなぎ続けること（心理学的関係性の体験），相

手の考えや感情が自分とは異なることがあること

の気づきなどの体験は 集団であってこそ，豊か

にこどもに提供されると考えられる。

3. rグループセラピーの場は 療育のためだけ
でなく，こどもにとっての“居場所”の機能を

持たなければならない。」

対人関係能力を育てるためのセラピーといえど

も，その場は，単なる教育や訓練の場であっては，

こどもの動機付けも失われるし，こどもが「集団J

を形成している意味がない。集団であることは，

関わりがあることでありその関わりを「楽しむ」

ことができることである。従って，プログラムは，

こどもの主体的関与を 動機付け高く引き出すこ

とができるような工夫が必要となる。そして，い

つも，こどもがそのセラピーの場に来て，各プロ

グラムに自らのペースで参与し続けることができ

る配慮が必要である。プログラムに参与し続ける

と言うことは，何らかの形で他児との関わりが持

続するということにつながる。そうした意味で，

セラピーの場そのものに他者と自然な文脈で，心

地よく関わることのできる「居場所J機能が必要

である。

4. 「その中で，発達障害を有しながらもこども

たちが求めている友人関係形成の場が提供され

なければならない。J

他者と自然な文脈で関わることのできる居場所

機能がもたらされればやがて，それは，“友人

関係”意識につながる。発達障害を有するこども

たちは，特に知的能力が高い場合には通常の学級

で生活していることが多い。しかしながら，彼ら

が共通して抱える不全感の lつが「友達ができな

い」ことである。休み時間にいっしょに過ごす友

人，昼食をいっしょに食べる友人，登下校を共に

する友人がいないまま 学齢期を過ぎるこどもの

気持ちを考えると，その孤独感や疎外感は想像に

余る。友人がいないということは，“自分のこと

をわかってくれる”，“自分の見方になってくれる”，

“自分のことを気遣ってくれる”といった，単な

る遊び相手を越えた心のつながり，すなわち，

Hobsonの言う，緊密な「心理学的関係性」の体

験の欠如を意味する。すなわち，集団のセラピー

においては，他者との関わりの体験から，相互的・

相補的な相互信頼の関係性である友人体験につな

がっていくようなプログラムの工夫が必要である。

5. 「グループセラピーのプログラムには，こど

もたちにとっての主要な難しさである“相互性”

の体験を必然的にもたらす要素を組み入れなけ

ればならない。J
この場合の相互性とは単にボールの投げ合いを

するような役割の交代があればよいというもので

はない。グループセラビーに必要な相互性とは，

“相手の状況を考慮した役割の交代”である。相

手がとれるようにボールを投げる，仲間を助ける

ことカ宝できるようにドッジボールをパスする，オ

ニから見つからないようにかくれる， といった相
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手の心的状態への視点を伴う累々とした役割交代

ともいえる。プログラムは そうした他者志向的

な行為が必然的に必要となるような要素を組み入

れることが必要である。

6. 「プログラムにおいては，“遊び性”を十分に

考慮し，発達的に適切なゲームDAGs 

(Developmetnally Appropriate Games）を取り

入れたセラビューティック・アクティピティの

中で，ルールに対する志向性を高めていく必要

がある。J
どのような遊びにおいても必ずそこにはルール

がある。発達障害をもっこどもたちに見られる困

難の lつが，こうしたルールに則って遊ぴを継続

することである。しかしながら，「ルール遵守」

ということ自体をセラピーの目的化することは適

切ではない。ルールを守ると言うことを目的に，

まずは，年少児向けのシンプルな遊びでルールも

単純なものから練習を重ねて，やがて，ルールが

複雑な年齢相応の遊びを用意するという手順がと

られがちであるが，それは，特に思春期以降のこ

どもたちにとっては，セラピーへの動機付けを完

全に下げてしまうし 自己評価の低下にもつなが

りかねない。思春期前後の男児が，他者の立場に

立って行動することを目的としながらも，ままご

と風の劇遊びを行わせられるとすれば，こどもの

心情は容易に察しがつくであろう。プログラムに

おいては，遊びの内容は年齢に応じたものとし，

その中で守られなければならないルールを単純

化・明確化するといった工夫が不可欠である。こ

どもたちのために用意されるプログラムは，相互

性，相補性などの社会的能力を育てることを目的

としたセラピューティックなものであると同時に，

年齢にふさわしい（Developmentallyappropriate) 

ものとするなかで，結果的にルール道守性が身に

つくような配慮が必要で、ある。

7. 「グループセラピーにおいては，ソーシャル

発達障害児のための集団心理療法 5 

スキルトレーニング的色彩を持たせすぎてきで

はならない。セラピストは“受容と共感”といっ

た来談者中心療法的な臨床心理学的視点、を重視

し，こどもたちの行動の背景にある情動体験の

E里解につとめなければならない。J
対人関係の困難が王訴であるからといって，

様々な場面で用いるべき 社会的スキルにのみ焦

点、を当てることは必ずしも適当ではない。グルー

プセラピーをソーシャルスキルトレーニングとし

て実施するのであれば こどもにそうしたトレー

ニングが行われる場であることを明示すべきであ

るし，そのようなスキルを学習することの明確な

説明を受け，それに自ら内発的に動機づけられた

児童に対してのみ実施されるべきである。一般的

に，保護者に連れられて専門機関に来談するこど

もの多くは，なぜ，自分が相談に来ているのか説

明を受けていないことの方が多い。そうしたこど

もを，療育の場に参加するよう促す際，「友達と

上手に遊ぶ練習をする場所Jというレベルでのセ

ラピー目的の“事実”を簡潔にわかりやすく説明

し，その説明と違わない実際の“遊び”の中で，

結果的に社会的能力が身についていくセラピーの

構造は，こどもの動機付けを高めるだけでなく，

自然な行為の文脈で社会的スキルの獲得を促しう

る点で有効と思われる。また 社会的行動の失敗

には，必ず，本人なりの理由があるので，そうし

た失敗体験や，どのように対人的に振る舞ってよ

いのかわからないといった困難感に，臨床心理学

的に寄り添い，共感的理解を示した上で，新たな

行動方略を“提案”していく その場その場での

タイムリーな関わりが不可欠である。

8. 「グループセラピーにおいては，“集団の均質

性”について考慮しなければならない。そのた

めの視点として“知的発達の水準”，“生活年齢”，

“行動と思考の柔軟性” “多動・衝動性・注意

の転導性”，“社会的志向性”などがあげられる。j

グループセラピーは 複数のこども同士が関わ
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り合う場であるが，それぞれのこどものもつ困難

性やニーズ、に応じてできるだけ均質化した構成メ

ンバーで実施することが プログラムを円滑に進

めていく上で望ましい。

知＃.）芳活水準知能検査で測られるIQを主と

する総合的な知的発達水準を考慮することは不可

欠である。活動の内容の理解，ルールの理解，他

児の発話内容の理解 セラビストの指示内容の理

解，あるいは，実際の活動中の状況判断等，知的

な遅れがある場合様々な点で困難が生じうる。

そうした知的な遅れのある児童にとっては，他児

と向様に活動できない事へ挫折感や不全感を感じ

てしまうことになり，セラビーの場が，日常的な

対人関係困難の再体験の場となってしまう危険性

がある。一方で、，知的に高い児童の場合，知的な

遅れがある児童が活動にあわせられないことへの

いらだちから，暴言などの望ましくない行動を不

必要に引き出してしまうこともありえる。

三笠J宮字通安 知的発達水準を考慮すれば，同じ水

準の精神年齢の児童でグループを構成することが

必要となってくる場合がある。しかし，精神年齢

10歳の中学生と，知的遅れのない4年生を無考慮

に同一グループ内で活動させることには慎重でな

ければならない。精神年齢と自尊心は併行して発

達するわけではないからである。自分が中学生で

あること，中学生は小学生よりも年長であり，“先

輩”であることは 精神年齢が10歳であっても強

く認識しているし，自分が日頃から「中学生なの

にうまくできない」経験を積み重ねているがゆえ

に，中学生であることのアイデンティティを通常

よりも強く意識化している可能性すらあるのであ

る。従って，生活年齢と精神年齢ともに共通した

グループを編成することが理想である。

ff.身と留孝の柔軟住 いわゆる自閉的堅さと呼

ぶことのできる特徴である。自分なりのルールを

かたくなに守ろうとする，そうしたルールからは

ずれた他児の行動を認められない，その場での活

動内容の変更や微調整に応じることができない，

などといった，一般に“こだわり”の強さと呼ば

れる特徴を顕著に持っている場合，そうした特徴

の低いこども，例えばADHD的特徴が顕著で，

動きが活発であり，定められた場所に居続けるこ

とが難しく，多くの逸脱的行動を行うことの多い

児童と同じグループ内で活動させることは，いた

ずらに，自閉的傾向の高いこどものストレスを高

めることにつながってしまう。変化への適応が困

難な児童は，活動がルーテイン化された予測性の

高い活動で心理的安定を保ちながら他者との関わ

りを体験させるべくプログラムを組んでいくこと

が求められるし，一方で，多動性・衝動性の強い

児童に対しては，動いても良い活動的なプログラ

ムを提供することが必要となってくる。

多動性・衝動性・注意の転導性 先hこ述べTこ

ADHD的特徴である。こうした特徴が強い児童は，

「時間枠J，「空間枠」，「ルール」に準拠すること
が難しい。しかし こうした枠組みに準拠させる

ことを目標に掲げることは活動の進行を妨げるだ

けで，他児との関わりの中で社会的能力を育てる

という目的からむしろ逸脱しかねない。こどもの

“過活動”傾向にあわせつつ プログラムを進行

できるような時間枠空間枠 ルールに関するセ

ラピスト側の柔軟性が必要である。じっと同じ場

所に座ったままでの工作的活動や，デイスカツ

ションといったプログラムではなく，互いにイン

タビューしあって相手のことを知り，短時間で相

手を交代してインタビューを繰り返すといったプ

ログラムやジェスチャークイズのような体の動き

を取り入れたプログラムのように，過活動性をむ

しろ“利用”する視点が不可欠である。一方で，

これらのこどもたちは，自分の行動特徴を「わかっ

ているJことが多い。なぜなら， とりわけ，多動

性・衝動性といった顕在化する行動特徴は，親や

教師の叱責や指導の対象となるからである。そう

した行動の失敗について 「わかっているのにや

められない」，「やめようと，思っているけれどつい

動いてしまう」といった自責感や失敗感にとらわ



遠矢・針塚

れていることカ宝ある。セラビスト側のプログラム

構成における柔軟性が必要とはいえ，こうした多

動性・衝動性を生起させる前にどのように抑制し

ていくかが重要であり，視覚的見通し，活動の場

の構造化，教示内容の明確化活動材料のシンプ

ル化などの工夫が不可欠となる。そうした工夫が，

望ましくない行動を抑制すると同時に，失敗体験

を未然に防ぐことにつながる。

在会均，まF宇佐 自閉的堅さや多動性・衝動性と

いった特徴の強さにかかわらず こどもそれぞれ

が，どの程度，他者と積極的に関わろうとしてい

るのかという，他者との関わりへの志向性の程度

は異なる。自閉症に， aloof-type,passive-type, 

active-but-odd typeと対人関係のあり方に違いが

見られることが指摘されているように（Wing,

1996），こどもたちの他児との接触の動機付けや

不安は十分な観察が必要である。日常生活経験で

蓄積された対人関係の失敗から，他児へ積極的に

関与することに強い不安を抱いているこどもがい

る一方で，他児の感情や状況を顧みることなく，

一方的な関与を続けるこどももいる。対人緊張が

強いこどもを，そうした過剰な対人接触傾向のあ

る児童の多いグループに無考慮に関与させること

には慎重でなければならない。他児の予測できな

い関わりとその過剰さから 対人不安を助長して

しまう可能性があることは容易に想像できる。逆

に過関与傾向のあるこどもを 対人不安傾向のあ

るこどもたちの集団の中に組み込むことは，自身

の積極的な関わりへの他児の応答性が低いために

欲求不満が高じてaggressiveな行動が不必要に引

き出される可能性があるし そうした行動により

自責感や失敗感を体験させる危険性がある。

9. 「グループの構成として “個別支援集団心理

療法形式”にできるだけ近づけることが望まし

い。そうすることによって こどもひとりひと

りに対するサポート量の調整が可能となる。そ

うした調整を通して 治療教育から日常生活へ
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の橋渡しが可能となる。j

個別支援形式集団心理療法とは，各クライエン

トを一人のメインセラビスト（Main-therapist: 

以下Mth）およびコ・セラピスト（Co-therapist:

以下Cth）が担当し 個別的支援を実施しながら

（セラピューティック・トライアングル），複；妻女の

トライアングルが組み合わさる形で相互作用しつ

つ展開するグループセラビーの形式を呼ぶ。少数

のセラピストで多くのこどもからなるグループ活

動を実施するのではなく，あくまでも主体は，個

別支援であり，それをグループ活動の中で実施し

ていくという構造である。これによって，例えば，

他児とのトラブルの結果，プログラムへの参加へ

の動機付けが下がり，グループの輪からはずれて

しまったこどもであっても 担当セラピストが活

動の外で，こどもの気持ちに寄り添いつつ，やり

とりを重ね，グループ活動への再参加を促すこと

ができる。そうした活動外でのやりとりこそが，

むしろ，こども自身の感情や行動へのふり返りを

促すことができ，結果的に社会的スキルの向上に

つながることもある。ゲーム中に他児と肩がぶつ

かってしまい，自分にわざとぶつかったと激高し

てしまったこどもの怒りの気持ちを活動の外で聞

きつつ，同時に，そのときの相手の状況を説明し

たり，相手の真意を代弁してみたりなど，冷静さ

を取り戻させつつ関わりを続けることは，他者の

気持ちを顧みるスキルを少しずつ，こどもの中に

蓄積していくことにつながっていく。それが， ト

ラブルを頻発していた学校生活での友人関係への

橋渡しとなっていく。

Mth, Cth，グループリーダー（GroupLeader, 

以下， Le），コ・リーダー（Co-Leader，以下CLe)

の役割は，遠矢・針塚（2006）によれば以下の通

りである。

Mth：一人のこどもに一人のセラピストを必ず

ベアリングする。セラピー中の個々のこどもの行

動に逐一，調整的なサポートを行うことができる

ようにするためである。例えば，集団から走り出
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たり，他のメンバーの活動を妨げるような言動を

行うなどの望ましくない行動には，できるだけ機

先を制して，席に着かせたり，望ましい言動に置

き換えさせるように導く。たとえ望ましくない行

動が行われでも，それを叱責したりせず，心理劇

における「ダブル」の役割をとる。例えば，「本

当は00したかったんだよねJ，「今のは00とい

う意味だよね」などと“代弁し＼望ましくない

形で行われてしまった行動の機能を社会的に適切

な形で意味づけ，集団の他のメンバーに知らせる

と同時に，本人に望ましい行動の形を示すような

サポートを行う。あるいは，心理劇の“ミラー”

の役割をとり，こどもの鏡のように行動の在り方

をフィードバックしたり，望ましい行動の在り方

のモデルをあらかじめ示すなどの役割をとる。プ

ログラムの意味をうまく理解できていなければ，

プログラムの流れの中で具体的に説明する。すな

わち，活動中のあらゆるこどもの行動に目を配り，

適宜介入していく主たるセラピストである。

Cth: Mthとこどもとの関わりをサポートする。

部屋を走り出たこどもを 部屋で待つMthのと

ころに連れ帰り，こどもの後ろから肩に手をおい

て椅子に座らせ， Mthに正対させて，活動を再び

始める，といったサポートである。また，こども

に関わる相手が変化しでも目標となる行動を同じ

ように行うことができるのかといった，般化の確

認の目的でもCthは機能する。例えば，ドッジボー

ルでMthが敵側にまわっても ルールに則った

活動を行うことができるかを Cthが横に着く形

で確認できる。さらに Mthとこどもとの関わり

を客観的に観察し，こどもの様子，こどもの行動

に応じたその時々の集団全体の雰囲気， Mthが

行った介入に対する印象など，様々な情報をMth

に提供できることも Cthの重要な機能である。

こどもに関わるMthは，こどもの行動に逐一対

応せざるを得ない状況でこどもの微細な反応を見

逃してしまうことも少なくないので，このモニ

タ一役は非常に重要である。

Lθ ： Mth－クライエント－ Cthでできるいくつ

もの“トライアングル”を 動かしていくグルー

プの責任役としてLeがおかれている。 Leは，個々

のトライアングルの特徴を理解し，活動プログラ

ムを具体的に計画し実施する中で，グループメン

バーに適宜指示を与えたり 積極的な働きかけを

行う監督役割が求められる。また，個々のプログ

ラムの主旨や，セラビーにおけるグループ全体の

様子などを保護者に報告するフィードパック役で

もある。

CLe: Leのもとに l～ 2名が配置される。グ

ループ全体を動かさなければならないLeの補助

的役割をとる。 CLeは Leのプログラムの意図

を汲みながら，こどもやセラピストがスムースに

活動できるような援助を行ったり， Le自身が円

滑にグループ活動を展開できるように補助を行う

ことが期待される。例えば プログラムのディレ

クターの役：害リをLeカ宝とっているF祭に，個々のト

ライアングルに介入し，その動きを調整する；逆

に， Leが個別のトライアングルに介入する際に，

ディレクターの役割をとるなど，グループ活動全

体においてLeをサポートし続ける重要な役割で

ある。

もくもくグルーヲのセラピューティック・トライアングル
Mth：メインセラピスト，Cth.：コ・セラピス卜rCL：こと．も

CL 

ヲル」:1'J」9」

務機幾多義務灘議線機縁幾多

10. 「グループセラピーの大きな利点のーっとし

て，“親の会”を構成できることがあげられるo

親の会を通して，保護者自身が多面的な視点を

得ることができる。j

専門機関において行われる療育活動は，日常生
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活から離れたところで，特別に用意されたプログ

ラムのもとで，臨床心理学的・教育学的視点等を

持ち合わせるセラピストの支援下で実施される，

いわば，“特別”な環境である。決して， 日常的

活動とは言えない。最も重要なのは，生活を共に

する保護者がこどもとの適切な関わりの方法を知

り，それを実践できるようになることで，日常の

中でこどもの成長を促すことができることである。

そうした意味で，こどもにとってのグループセ

ラピーの場は，保護者に対して様々な情報を提供

し，意見を交換し，養育スキルを高めることので

きる保護者にとっての学習の場になりうる。同じ

ような特徴を持つこどもたちの保護者集団が形成

されるからである。しかし それ以上に，他者か

ら受容され，支えられる体験を得ることのできる

癒しの場となることが重要である。保護者にとっ

ての心理的支援の集団である。それが「親の会」

である。発達の偏りを持つこどもの保護者は，友

達を叩いた，教室に座っていない，ガラスを割っ

たなど，こどもの関与する様々なトラブルによっ

て疲弊している。毎日のように，クラスメートの

自宅に謝罪に出向かなければならないことを語る

母親は多い。そうして，学校や地域における支援

者のいない弱者として生活をしていることも少な

くない。親の会は そのような困難な状況への理

解を示してくれる「仲間」との出会いの場であり，

そうした共感的理解を前提として，新たな視点を

提供してくれる“心理支援ベース”の学習機会と

いうことのできる場である。
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本特集は，こうした視点から実施されてきたグ

ループセラピー「もくもくグループ」の実践から，

こどもたちの特徴にあわせて，どのようなプログ

ラムを提供すればよいのか，具体的な内容と具体

的な進め方，留意点等について記したものである。

執筆者は， 2009年度現在，各グループリーダーで

ある。前著「軽度発達障害児のためのグループセ

ラピー（遠矢・針塚， 2006）」をさらに，具体化

した内容となっている。今後のグループセラピ一

実施のための参考となろう。
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Individually Supported Group Psychotherapy for children with developmental 

difficulties: a basic theory 

Koichi TOYA, Susumu HARIZUKA 
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This paper explained the viewpoint to carry out a Individually Supported Group Psychotherapy for children with 

developmental difficulties as below: understanding other emotional states, mutual relational experience with others, 

sense of safeness and belongingness, friendship, developmentally appropriate games, acceptance and empathy, 

homogeneous group members, and parent group. Psychotherapeutic approach for children with developmental 

difficulties must not directly aim at the interpersonal skill learning, but provide many kinds of opportunities to 

undergo various types of interpersonal behaviors under natural context of playful relationship. 
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